
　令和６年第４回定例会は、11月25日から12月13日まで19日間
の会期で開かれました。刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例の制定など、議案33件（発議２件を
含む）、報告３件が上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

議案審議の状況
12月定例会

❷ ❸

十和田市災害弔慰金等
　　支給審査委員会の設置 可決可決

　災害弔慰金及び災害障害見舞金の支給に当た
り、自然災害との因果関係等を調査審議する『十
和田市災害弔慰金等支給審
査委員会』の設置に関する
条例が可決されました。

中央病院の病床数を削減 可決

　病院経営の健全化を図るため、令和7年1月
1日から、中央病院の一般病床数を削減します。

◆一般病床数　　315床　→　269床
　　　　　　　　　　　　　（46床削減）

　上屋改築後の相撲場の供用開始に伴い、使用
料を改定します。

◆改定後の使用料

◆施行日
　令和７年４月１日

改築後の相撲場使用料を改定

一 般 質 問第４回定例会は、13人の議員から一般質問がありました。紙面の都合上、各議員が指定した質問事項とその答弁を要約して
掲載しています。詳細については、十和田市ホームページ内、会議録検索システム（３月掲載予定）をご覧ください。

問　今年度の医療的ケア児支援の進捗状況は。
答　会議において、上十三地域内の現況等の情
報共有や事例検討を実施したほか、希望する全
ての児童へコーディネーターを配置していま
す。また、今後上十三地域医療的ケア児支援シ
ンポジウムを開催予定です。
問　県は、令和７年度は医療的ケア児の通学支
援を行わない考えのようだが、市の見解は。
答　通学支援は喫緊の課題であり、特別支援学
校設置者である県へ引き続き要望していきます。

問　認知症予防の取組状況は。
答　家庭訪問等を通じて、集いの場や各種講座
等の情報を提供することで社会参加を促してい
ます。また、いきいき体操等の高齢者が集まる
機会を捉え、知識の普及啓発に努めています。
問　認知症介護者への支援体制は。
答　活用できるサービス等をまとめた「十和田
市認知症ケアパス」を作成し、相談対応時に配
布しているほか、医療機関や公共施設等に設置
し、手に取りやすい環境づくりに努めています。
問　介護マークの普及に対する市の考えは。
答　今後、有用性を検討していきます。
問　認知症の正しい理解促進に向けた取組は。
答　認知症高齢者等徘徊対応模擬訓練や認知症
サポーター養成講座、認知症多職種協働研修会
を開催し、正しい理解に向け取り組んでいます。
問　家族の連絡先や受診、服薬情報を専用容器
に入れて冷蔵庫内に保管することで、緊急搬送
時の迅速な対応につながる救急医療情報キット
の配布対象年齢を65歳以上に見直す考えは。
答　原則70歳以上ですが、日中一人になってし
まう方や疾病があり不安を抱えている方などは、
年齢に関わらず、相談に応じて配布しています。

問　中央病院経営強化プランによる医師確保の
状況は。
答　常勤医師は、12月１日時点で52人と過去10
年で最も多く、令和７年４月にはさらに初期研
修医２名、専攻医３名が増える見込みで、一定
の成果が出ています。一方、急性期病院として
の医療をより充実させるためには、救急や手術に
関する診療科の医師確保が課題となっており、
関連大学や県等への働きかけ、大学との講座開
設等を通じ、積極的に医師確保に努めています。
問　プランにおいて、中央病院の果たすべき役
割として総合的かつ専門的な急性期医療の提供
が掲げられているが、どのレベルを目指してい
るのか。
答　まずは、生活圏を重視した上十三二次医療
圏の中での救急医療、がん医療を中心とした急
性期医療にしっかり対応することを考えていま
す。より広域での高度急性期医療が必要な場合
については、八戸市民病院等との連携が必要で
あると認識しています。
問　八戸市民病院では、経営面での赤字決算を
回避するため、医療経営戦略室を立ち上げ、会
議の場で診療科ごとの収支を報告し、どの程度
の利益が出ているか公表することにより、職員
一人一人にコスト意識が芽生え、病院全体の経
営改善につながっていると聞く。中央病院にも
このような部署を設けてはどうか。
答　診療科ごとの収益額や病院全体の費用及び
収支、収益改善策等は、事業管理者、院長、診
療部長等で構成する中央病院運営会議において
毎月報告、協議しています。診療科ごとの費用
及び収支の分析についても始めるところであり、
まずは現在の体制で包括的な経営分析等を行い、
必要に応じて、設置について検討します。

医療的ケア児へ通学支援を 中央病院における
　　　　　　医師確保の状況は

山　端　美樹子
（自民公明クラブ）

小山田　剛　士
（黎明親和会）

県に対し要望を継続する 過去10年で最も多く、
　　　一定の成果が出ている

使用区分 入場料の
徴収

金額
（１時間）

アマチュアスポーツに
使用

なし 650円
あり 1,950 円

催物に使用
なし 3,250 円
あり 6,500 円

興行又はこれに類するものに使用 19,500 円

「〇」は賛成、　「×」は反対、　「欠」は欠席、　「退」は退出、　「－」は議長（原則、表決に加わりません。）
「除」は除斥（審議案件と一定の利害関係を有するため、審議に参加することができない者）
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議案
第77号

奥入瀬渓流温泉スキー場管理
棟建築工事請負契約の一部変
更契約の締結について

〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠 × －可決

賛否が分かれた議案等の審議結果


